
吸音材料

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR）

　・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ

　・凹凸ﾀｲﾌﾟ

・9 （不燃）　・12（不燃）

・12（不燃）　・15（不燃）

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R）

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S）

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F）

※図示による　・25　・　

※図示による

・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み）　・　

※図示による

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（・1号　・　）

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（・32K　・　）

・12.5（不燃）　・15（不燃）　・　

・12.5（・不燃　・準不燃）

※図示による

・12.5（不燃）　・15（不燃）

※図示による

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ（GB-L）

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-NC）

　・化粧無し（下地張り用）

　・化粧有り（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・木目　12.5（不燃）幅 440㎜ 程度

　模様（・柾目　・板目）　専用下地材有り

・トラバーチン模様　9.5（準不燃）

※図示による　・9.5　・　

・9.5（不燃）

※図示による

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-D）

※図示による

※図示による　　・9.5（準不燃）

合板類

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・普通合板

　表板の樹種名：シナ

　板面品質：A-4

　防虫処理

　・行う　・行わない

※図示による

・天然木化粧合板

　化粧板の樹種名： ※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

・特殊加工化粧合板

　化粧加工の方法

※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

　表面性能

　・

・

・

・

　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装　・　

化粧加工の方法（・オーバーレイ　　・プリント　　・塗装　　・　　　　　　）

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合

合板類の張付け

せっこうボードの目地工法等

目地工法の種類

突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

※図示による　　・　

・A種　　・B種　　・　

[6.14.2、3]・ 壁紙張り ホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　・　

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

伸縮調整目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

タイルの形状、寸法等

見本焼き

・行う（施工箇所：　　　　　　）　　・行わない

試験張り

・行う（範囲、仕様等は図示による）　　・行わない

標準

色

特注

耐滑

有 無 り性

耐凍害性

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

備考
無

・

・

・

有

・

・

・

施ゆう無ゆう

役物うわぐすり施工

箇所

再生材料

・

・

・

吸水率による区分

(mm)

形状/寸法
種類

・

・

・

・

・

・

Ⅰ類

・

・

・

Ⅲ類

・

・

・

Ⅱ類

・

・

・

Ｇの適用

[7.4.2、3]錆止め塗料塗りの種別・ 錆止め塗料塗り

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め 　

・高日射反射率塗料塗り 

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）

[7.5.2～7.12.2]

・

・ 塗装

・

※RB種　　・RA種　　・RC種

・適用しない

・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤)

・適用する

・適用しない

オイルステン塗りの工程等

・

8 改修特記仕様書 構造関係 による

8章 耐震改修工事

9

・ 石綿含有建材の [9.1.1、3～6]

　 除去工事

石綿粉じん濃度測定

測定時期、場所及び測定点

・

・ 石綿含有建材の調査 1章 石綿含有建材の調査による

・埋立処分（管理型最終処分場）

測定方法

石綿含有建材の処理 　

・石綿含有吹付け材の除去 　

除去対象範囲

除去工法

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置 　　

※湿潤化　　・固形化 　　　

除去した石綿含有吹付け材等の処分　

除去対象範囲

除去工法

除去した石綿含有保温材等の処分　

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 

石綿含有建材除去後の仕上げ工事

除去した石綿含有保温材等の飛散防止 

※湿潤化　　・固形化

・石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

除去対象範囲

除去した石綿含有仕上塗材の処分

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去工法

養生方法

※改修標準仕様書9.1.3（2）(ｱ)による

・

・破砕して除去　　・手ばらし

・

・

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 

・埋立処分（管理型最終処分場）

・埋立処分（安定型最終処分場）

・埋立処分（管理型最終処分場）

・ 断熱アスファルト

　 防水改修工事

改修特記仕様書3章による。 [9.2.2～3]

※図示による　・継目処理工法　・突付け工法　・目透し工法

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこう

ﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め 　

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用

・石綿含有保温材等（石綿含有けい酸カルシウム板第二種含む）の除去 　　　

除去対象範囲

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・

足場

・図示による　　・　

・図示による　　・ ビニールシート養生　

・図示による　　・ 脚立足場　

・埋立処分（安定型最終処分場）

除去対象範囲

除去した石綿含有成形板の処分 　

・石綿含有せっこうボード

・図示による　　・ 　　

　※埋立処分（管理型最終処分場）

　・埋立処分（安定型最終処分場）

・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種）の除去 　　

隔離養生（負圧不要）方法

除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分　

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種以外）の除去 　　

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

壁タイル張りの工法

内装タイル

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

・既調合モルタル

・既調合目地材

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

タイルの形状、寸法等

・マスク張り　　・モザイクタイル張り

内装タイル以外のユニットタイル

標準

色

特注

耐滑

有 無 り性

耐凍害性

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

備考
無

・

・

・

有

・

・

・

施ゆう無ゆう

役物うわぐすり施工

箇所

再生材料

・

・

・

吸水率による区分

(mm)

形状/寸法
種類

・

・

・

・

・

・

Ⅰ類

・

・

・

Ⅲ類

・

・

・

Ⅱ類

・

・

・

Ｇの適用

・改良圧着張り

・密着張り

[6.17.2、3]

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

・ セルフレベリング材

　 塗り

塗厚（mm)

・ 10

※F☆☆☆☆　　・　

　[7.2.1～7]

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・ 下地調整

・ 材料

防火材料　

・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　） 

[7.1.3]

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 

下地調整 

既存錆止め塗料の鉛含有量調査 

・行う（　　　　　　箇所）

・行わない 

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

・図示による

・

7
※F☆☆☆☆　　・　

※劣化部分は除去し、活膜部分は残す

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　 

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

Ｇ

紙

壁紙の種類

繊維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ無機質その他
施工箇所 防火性能

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

塩化

・

・

・

・

ﾋﾞﾆﾙ

備考

[6.15.3、5、6]

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理

床タイル以外

床タイル

・ タイル張り 伸縮目地の位置

・ モルタル塗り

既製目地材

・設けない 

・設けない 

モルタル

床の目地

目地割り

目地の種類

・現場調合材料

・既調合材料

・設ける

施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示による　・　　　　　　）

・設ける

※2㎡程度（最大目地間隔3ｍ程度）

・

※押し目地

・

コンクリート面の素地ごしらえの種別

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※縦、横とも4m以内ごと

・図示による

・

・図示による

・

[6.16.2～4]

・図示による　　・　

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

・合成樹脂調合ペ

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

・耐候性塗料塗り

  エマルションペ

・つや有合成樹脂

  イント塗り(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ステイン塗り

塗装の種類 塗装面
工程

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面 ※B種　　・A種塗装の種類

    ※1種

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種

※B種　　・A種 ※B種　　・A種

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面 

上塗り等級（　　　）級 

上塗り等級（　　　）級 

コンクリート面及び押出成形

セメント板面
・

コンクリート面等

屋内の木部

屋内の鉄鋼面

・A種　　・B種

※B種　　・A種

・木材保護塗料塗り(WP)

・ピグメントステイン塗り

※B種　　・A種 ※B種　　・A種

規格番号

塗料その他 塗付け量

規格名称 種類 等級 （kg/㎡)

JIS K 5675

屋根用高日

 2種

・1級

塗料製造所の仕様による・2級

・3級

射反射率塗

料

・A種

　イント塗り(SOP) 

　(DP)

・2種

（着色塗料の種類：

　　　　　　　　)

※B種

・A種

（着色塗料の種類：

　　　　　　　　)

・オイルステイン塗り(OS)

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※A種　　・　

※B種　　・　

※A種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※A種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

※B種　　・　

屋内の亜鉛めっき鋼面

・A-1種

・B-1種

・C-1種

改修標準仕様書

7.8.2による

改修標準仕様書

7.8.3による

改修標準仕様書

7.8.2による

改修標準仕様書

7.8.3による

適用 測定名称 測定時期 測定場所
測定箇所数

（各施工箇所ごと）

測定 1

測定 2

測定 3

測定 4

測定 5

測定 6

測定 7

処理作業前

処理作業中

処理作業室内 ・計　　　点

調査対象室外部の付近 ・計　　　点

処理作業室内 ・計　　　点

セキュリティーゾーン入口 ・計　　　点

集じん・排気装置の排出口
出口吹出し風速1m/s以下

（処理作業室外の場合）
の位置

処理作業室内

・計　　　点　・施工区画周辺

　・敷地境界

・計　　　点

処理作業後

（シート養生中）
・計　　　点処理作業室内

・計　　　点処理作業室内

測定 9

測定 8 処理作業後

（シート撤去後

　 1週間以降)
・計　　　点調査対象室外部の付近

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター、

繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉じんを

迅速に測定できる機器を用いた測定

測定名称
メンブレンフィルタ

直径(mm)

試料の吸引流量

(L/min)

試料の吸引時間

(min)

 ・測定 4

 ・測定 5

 ・測定 5

 ・測定

 ・

 ・測定

 ・

 ・測定

 ・

25

47

47

5

10

10

30

120

240

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※A種　　・B種

塗料塗り

素地面の種類 ひび割れ部の補修

塗替え 新規

A種

塗装の種類

鉄鋼面

塗替え
SOP

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

素地面

(工程の種別は表7.4.3)

EP-G

(工程の種別は表7.4.3)

DP

(工程の種別は表7.4.4)

塗替え

新規

塗替え

鋼製建具等

(工程の種別は表7.4.5)

亜鉛

めっき

鋼面

その他規

新
SOP

EP-G

(工程の種別は表7.4.5)

DP

(工程の種別は表7.4.6)

塗替え

新規

塗替え

鋼製建具等

その他

新

規

A種

A種

A種

7.4.2(1)(ｲ)(b)

7.4.2(1)(ｲ)(a)

による

による

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※A種　・B種

※A種　・B種

C種

C種

C種

B種

B種

※A種　・B種

塗りB種の場合

塗りA種又はC種の場合

錆止め塗料塗りの種別

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

※A種　・　

・A種　・C種

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

表7.4.6による

表7.4.6による

改修標準仕様書

改修標準仕様書

※B種

錆止め塗料の種別

B種

クリヤラッカー塗りA種の工程2の適用

・自動測定器による測定

・JIS K 3850-1に基づいた測定

 ・測定 4

・ 素地ごしらえ (7.3.2～7)

種別

木部
※A種　　・B種

鉄鋼面（DP以外）

鉄鋼面（DP）

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

コンクリート面（DPのみ）

せっこうボード面及び

※B種　　・A種

※C種　　・A種　　・B種

※B種　　・A種　　・C種

・A種　　・B種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※A種　　・B種

※B種　　・A種その他ボード面

不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

素地面等

押出成形セメント板面 ※B種　　・A種

※A種　　・B種

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

（鋼製建具等）

コンクリート面(DP以外)、

押出成形セメント板面

コンクリート面（DP）

せっこうボード面及び

ALCパネル面

その他ボード面

　　　 －

　　　 －

　　　 －

　　　 －

モルタル面及び

せっこうプラスター面

モルタル面及びせっこうプラスター面

　　　 －

　　　 －

下地調整の種別

塗替え

・RA種　　・RB種

・RB種　　・RC種

・RC種

※RB種　　・　

※RB種　　・　

※RB種　　・　

※RB種　　・　

※RB種　　・　

※RB種　　・　

・行う

・行わない

・行う

・行わない

・行う

・行わない

・行う

・行わない

・RC種

・RA種　　・RB種

※RB種　　・　 不透明塗料塗りの場合

 透明塗料塗りの場合
木部

工程

図面番号

工事名

図面名

縮尺

特記仕様書(7)

A3 : －
特A - 07

A1 : －

山梨大学(武田１(附特))校舎(Ⅱ期)改修工事
山梨大学施設・環境部

担

当
設計者

氏　名

一級建築士登録
春日　仁一第323511号

設計

業務名

山梨大学（武田１（附特））校舎

（Ⅱ期）改修設計業務

担当者

設計体制及び検査

設計担当検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

一級建築士事務所登録（長野） M第77312号

第208750号　　管理建築士　 一級建築士登録

〒381-0012

関口 浪男

TEL 026(296)8300

湯本 春日 小出

責任者

仕上表による

・2液形アクリルシリコン樹脂エナメル塗り(2-ASE) ※B種　　・A種 ※B種　　・A種



既　存　内　部　仕　上　げ 改　修　後　内　部　仕　上　げ　

階 室　名 床 天　井 備　　考下地 下地 幅 木 壁
内容

改修
天井高H 廻縁下地

内容

改修
下地

内容

改修

内容

改修
室　名 床 天　井 備　　考下地 下地 幅 木 壁

内容

改修
天井高H 廻縁下地

内容

改修
下地

内容

改修

内容

改修

事務室

廊下(3)

渡り廊下

厨房

クラフト室

食堂

仲よし会室

廊下(2)

図面番号

工事名

図面名

縮尺

仕上表(2)

A3 : 1/200
Ａ-

A1 : 1/100

山梨大学施設・環境部

担

当
設計者

氏　名

設計

業務名

山梨大学（武田１（附特））校舎

(Ⅱ期)改修設計業務

担当者

設計体制及び検査

設計担当検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

一級建築士事務所登録（長野） M第77312号

第208750号　　管理建築士　 一級建築士登録

〒381-0012

関口 浪男

TEL 026(296)8300

湯本 小出

責任者

Ｗ：木造下地

ＳＦ：鋼製根太組下地　 M：モルタル金ゴテ

Ｃ：コンクリート下地、コンクリートブロック下地、ALC下地、押出成型セメント板下地

Ｓ：軽量鉄骨下地　鋼製床組み下地

下地の区分欄の

略号

ＰＦ：ポリスチレンフォーム床下地（床下地のみ）

改修内容凡例(改修前)

Ａ：仕上げ撤去

Ｂ：図示の仕上げ撤去

Ｃ：下地共撤去

Ｄ：図示の下地共撤去

Ｅ：下地の調整

Ｆ：既存のまま

既

改修内容凡例(改修後)

ａ：仕上げ新設

ｃ：下地共新設 ｆ：既存のまま

ｅ：塗装の塗り替えｂ：図示の仕上げ新設

ｄ：図示の下地共新設

存

改

修

1

階
2,500

3,000

2,835

2,885

2,635

S フローリング S V

C

C

C

C

C

C

C

C

VB

A

60

100

60

250

VB 60

合板　t=5.5 OP

モルタル下地 壁紙貼り

ラワン合板t=5.5EP

アクリルリシン吹付

GB-D t=9.5

GB-R t=9+壁紙貼り

GB-R t=9 EP

2,620

モルタル下地 FS

モルタル下地 FS

モルタル下地

FS(防滑型)

V

V

V

V

V

V

C

C

C

C

F

C

C

C

F C S

A E E S

A C B

D

C B

D

S

A S

A C E E C

S W S

A C A C A S

C C A E S

C 60 E C E S

03

GB-Rt=9.5+DRt=12 C

C

3,000

2,600～

2,635

廊下(1)
2,650

タラップ(撤去)

合板 t=12 EP

VS

WB OS 100S

WB OS 100S

60モルタルコテ押えVP

VB 60C

VB

床材立上げ

W VB

合板　t=12 OP

S 合板　t=12 OP

モルタル下地 EP

W ラワン合板t=5.5EP

C モルタル下地 EP

C モルタル下地 EP

一部木胴縁 羽目板C

モルタル下地 VPC

モルタル下地 VP

モルタル下地 塗床

美術室 3,000
VB 60 V CA C B

D

C B

D

S

W VB

モルタル下地 EP

モルタル下地 FS

モルタル下地 FS

C

C

モルタル下地 FS

モルタル下地 FS

シンダーコンクリート下地

エポキシ樹脂塗床

床材立上げ

ラワン合板t=5.5EP

ラワン合板t=5.5EP

W ラワン合板t=5.5EP

W ラワン合板t=5.5EP

VBC

W VB

C モルタル下地 EP

2,500S フローリング S Vf c S c100S

スライドタラップ(新設)

男子便所 2,400C モルタル下地 FS S V CF F C F GB-NCt=9.5+DRt=9床材立上げ 100C タイル張り

女子便所 2,400C モルタル下地 FS S V CF F C F GB-NCt=9.5+DRt=9床材立上げ 100C タイル張り

男子便所 2,400C モルタル下地 FS S Vf f C f 断熱材-B(一部)床材立上げ 100C タイル張り

女子便所 2,400C モルタル下地 FS S Vf f C f GB-NCt=9.5+DRt=9床材立上げ 100C タイル張り

GB-D t=9.5 V

一部撤去

M e e S
廊下(1)

2,650WB OS 100S S 合板　t=12 WP-C GB-D t=9.5 V

60

60

人研流し(撤去)

カーテンBOX（撤去）
作業学習室(1) 2,750

VB 60

DRt=9.0 直貼り

V cc C b

d

C b

d S

S VB

モルタル下地 ビニルクロス

断熱材-B　軽量鉄骨下地M

60

SUS流し(新設)

ホワイトボード(新設)

人研流し(撤去)

スチール黒板(撤去)
美術室(1) 2,750

VB 60 V cC b

d

S

S VB 60

SUS流し(新設)

ホワイトボード(新設)

美術室(2) 2,750
VB 60 V cC b

d

S

S VB 60

SUS流し(新設)

ホワイトボード(新設)

B

D60

B

D

廊下(2)
60 V cS 2,750

VBC

W VB

b

d60

調整室調整室

仲よし会室
C e60モルタルコテ押え

NAD

2,820
V cS

SUS流し(新設)人研流し(撤去)

スチール黒板(撤去)

W VB d60

F F
E

F

廊下(3) M 2,620

GB-D t=9.5
cVSVB 60C

C モルタルEP-G

一部木胴縁 羽目板C
c f

e

f

天井点検口(新設)

F A A C
天井点検口(撤去) 渡り廊下 M 100

合板　t=12 掲示用クロス

セルフレベリング材下地

FS(防滑型)

VS W S
2,600～

2,635
VBc a a c

天井点検口(新設)

人研流し(撤去)

ホワイトボード(撤去)
食堂 2,835M VB 60

モルタル ビニルクロス

DRt=9.0 直貼り

V cc C b
C b

S

VB 60S d
dS GB-R t=12.5+12.5 ビニルクロス GB-R t=12.5 EP-G

天井点検口(撤去)

SUS流し(新設)

フレキシブルボードt=4

(アスベスト含有)VP

厨房 2,885C 250 V c
c

C b e Sモルタル下地 EP-GC床材立上げ

ケイカル板t=6.0 EP-G

（突付工法）

カーテンレール（撤去）

カーテンレール（撤去）

カーテンBOX（新設）

天井点検口(新設)

ホワイトボード(新設)

事務室 2,635C a V cC 60 e C e Sモルタル下地 EP-G下地調整の上 FS(A) モルタルコテ押え
NAD

春日

陶芸室 3,000
VB 60 ラワン合板t=5.5EP V CA C B

D

C B

D

S

W VB

モルタル下地 EP

W ラワン合板t=5.5EP

モルタル下地 FSC

60

人研流し(撤去)

ホワイトボード(撤去)
作業学習室(2) 2,750

VB 60 V cC b

d

S

S VB 60

SUS流し(新設)

ホワイトボード(新設)

GB-R t=12.5+12.5 ビニルクロス

S GB-R t=12.5+12.5 ビニルクロス d

倉庫
60 V cS 2,750

VBC

W VB

b

d60

C bモルタル下地 ビニルクロス

S GB-R t=12.5+12.5 ビニルクロス d

断熱材-B　

GB-D t=9.5 d

b天井化粧材(天井内)
（天井落下防止工法）

d

b天井化粧材(天井内)
（天井落下防止工法）

d

b天井化粧材(天井内)
（天井落下防止工法）

d

b天井化粧材(天井内)
（天井落下防止工法）

GB-NCt=9.5+DRt=9

断熱材-B

DRt=9.0 直貼り

断熱材-B

DRt=9.0 直貼り

断熱材-B

DRt=9.0 直貼り

断熱材-B

GB-D t=9.5

断熱材-B

GB-D t=9.5

断熱材-B

DRt=9.0 直貼り

断熱材-B

断熱材-B

GB-D t=9.5

断熱材-B

断熱材-B

断熱材-B

断熱材-B

GB-D t=9.5

Uカットシール材充填工法(一部)

Uカットシール材充填工法(一部)

カーテンBOX（撤去）

カーテンレール（撤去）

カーテンBOX（撤去）

カーテンレール（撤去）

天井点検口（新設）

天井点検口（新設）

天井点検口（新設）

天井点検口（新設）

カーテンBOX（撤去）

カーテンレール（撤去）

天井点検口（新設）

ライニング(新設)

ライニング（新設）

ライニング（新設）

ライニング（新設）

ライニング（新設）

ライニング（新設）

ライニング（新設）

一級建築士登録
春日　仁一第323511号

山梨大学(武田１(附特))校舎(Ⅱ期)改修工事

C b

d

モルタル下地 ビニルクロス

断熱材-B　軽量鉄骨下地

GB-R t=12.5+12.5 ビニルクロス

S GB-R t=12.5+12.5 ビニルクロス d

C b

d

モルタル下地 ビニルクロス

断熱材-B　軽量鉄骨下地

GB-R t=12.5+12.5 ビニルクロス

S GB-R t=12.5+12.5 ビニルクロス d

C b

d

モルタル下地 ビニルクロス

断熱材-B　軽量鉄骨下地

GB-R t=12.5+9.5 ビニルクロス

S GB-R t=12.5+9.5 ビニルクロス d

C b

d

モルタル下地 ビニルクロス

断熱材-B　軽量鉄骨下地

GB-R t=12.5+9.5 ビニルクロス

S GB-R t=12.5+9.5 ビニルクロス d

C b

d

モルタル下地 ビニルクロス

断熱材-B　軽量鉄骨下地

GB-R t=12.5+12.5 ビニルクロス

S GB-R t=12.5+12.5 ビニルクロス d

d断熱材-B　軽量鉄骨下地

GB-R t=12.5+12.5 ビニルクロス

d断熱材-B　軽量鉄骨下地

GB-S t=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6.0 EP-G

水性厚膜型特殊合成樹脂系塗床材
(H=150)

エポキシ樹脂塗床

セルフレベリング材下地 c

 FS（A）

KT

セルフレベリング材下地

cM Uカットシール材充填工法(一部)

KT

セルフレベリング材下地

cM Uカットシール材充填工法(一部)

KT

セルフレベリング材下地

cM Uカットシール材充填工法(一部)

KT

セルフレベリング材下地

cM Uカットシール材充填工法(一部)

KT

セルフレベリング材下地

cM Uカットシール材充填工法(一部)

KT

セルフレベリング材下地

cM

KT

セルフレベリング材下地

FS(A)

セルフレベリング材下地

KT

セルフレベリング材下地

セルフレベリング材下地

c

水性厚膜型特殊合成樹脂系塗床材

土間コンクリート下地C

天井点検口(新設)

断熱材-B　軽量鉄骨下地
GB-Rt=12.5 EP-G

dVB 100 d

エポキシ樹脂低圧注入

カーテンBOX（新設）

カーテンBOX（新設）

カーテンBOX（新設）

カーテンBOX（新設）

カーテンBOX（新設）

VB GB-Rt=12.5＋9.5  EP-G



図面番号

工事名

図面名

縮尺

1階平面図(改修前)

A3 : 1/200
Ａ- 05

A1 : 1/100

山梨大学(武田１(附特))校舎(Ⅱ期)改修工事
山梨大学施設・環境部

担

当
設計者

氏　名

一級建築士登録
春日　仁一第323511号

設計

業務名

山梨大学（武田１（附特））校舎

(Ⅱ期)改修設計業務

担当者

設計体制及び検査

設計担当検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

一級建築士事務所登録（長野） M第77312号

第208750号　　管理建築士　 一級建築士登録

〒381-0012

関口 浪男

TEL 026(296)8300

責任者

N

Y8

Y6

Y5

Y2

Y1

Y7

Y4

Y3

Y0

X17X16X12X11X10X7X6X4X2X1X0
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体育館

仲よし会室

陶芸室

廊下(2) 美術室

クラフト室

廊下(3)

食堂

厨房

事務室

廊下(4)
食品庫(1)

脱衣室 手洗い

休憩室

調整室

器具室

ステージ

廊下(1)

体育器具庫 体育器具庫 体育器具庫

男子便所

女子便所

凡

例

整理番号

建具記号

既存建具のまま

建具を示す
AW

1

AW AW具

建

C1 100

※その他 建具番号が振られていない建具は既存のままとする。

※C○○はカバー工法の建具を示す

渡り廊下

±0

-250

±0

±0

+210

±0

±0+50

-50-50

±0

±0±0

±0

±0

±0
+700

±0

+700

±0

-1500

1

ベランダ

ベランダ
±0

UP

UP

UP

UP

UP

シャワー室

トイレ

既存建具 改修
(カバー工法、
塗装替え)の

建具を示す

既存建具 
撤去の建具を示す

+1300

-200

UP

UP

UP

-210

-250

雨水枡 H-1350

雨水枡(設備工事)

車止め(撤去)

アスファルト舗装t=70
(撤去)

検収室

スロープ

AW

C1

AW

C1

AW

C1

AW

C1

AD

C1

AWD

C1AWD

C2

AWD

C3 C2

AD

C2

AD

AW

2

AW
6

AW

8

AW

5

SD

1

SD

1

SD

1

C11

AW

C12
AW

SD
2

SW

C1

SW

C1

SW

C2

SW

C2

WD

7

WD

7

WD

7

WD

1

WD

2

WD

1

WD

3

WD

4

WD

3

WD

4

WD

3

WD

5

WW

1

WW

1
WD

6

AW

AW
14

WD

12

WD
11 WD

8

SSW

1

SSW

WD

9

WD

9

AD

3

WD

10

WD

10

AW

AW
13

SD

3

WD

14
WD
14

WD
14

WD

14

WD

14

WW
2

WD
13

AW

9

SD

4

SD
4

SD

5

SD

4

AW
10

AW

16

AW

16

13

15

AW

17

WD
15

AW

7

AW

3

WD

5AW
4

WD

1

WD

2

WD

1

AW
7

AW
8

SD
6

AD
4

AW
22

AW
23

±0

付属体育倉庫棟

凡

例

構

外

土撤去
2500×1300

既存コンクリート基礎
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カイズカイブキ 幹150φ程度
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例

***コンクリート壁を示す

コンクリートブロック壁を示す

軽量鋼製下地壁を示す

木下地壁を示す

下段FLから仕上面までのレベル差を示す

外部への出入口を示す

改修範囲外を示す

***

上段FLから仕上面までのレベル差を示す
(下段FL～上段FL レベル差1.5m)

LGS

W

床下点検口の位置を示す

撤去部分を示す (その他は詳細図による)

床 仕上げ 撤去範囲を示す

植込み用土撤去範囲を示す

アスファルト舗装 表層の撤去範囲を示す

コンクリート撤去範囲を示す

仕上げ下地共撤去範囲を示す

鉄筋ハツリ出し範囲を示す

クラック補修位置を示す
(その他は共通詳細図による)
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コンクリートブロック壁を示す

軽量鋼製下地壁を示す

木下地壁を示す

下段FLから仕上面までのレベル差を示す

外部への出入口を示す
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上段FLから仕上面までのレベル差を示す
(下段FL～上段FL レベル差1m)
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床下点検口の位置を示す
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コンクリート撤去範囲を示す
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担

当
設計者
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業務名

山梨大学（武田１（附特））校舎

(Ⅱ期)改修設計業務

担当者

設計体制及び検査

設計担当検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

一級建築士事務所登録（長野） M第77312号

第208750号　　管理建築士　 一級建築士登録

〒381-0012

関口 浪男

TEL 026(296)8300
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***
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下段FLから仕上面までのレベル差を示す

外部への出入口を示す

改修範囲外を示す

***
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(下段FL～上段FL レベル差1m)
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既存のままとし、表面の仕上げを改修)

床下点検口の位置を示す

外断熱部分を示すD

春日 小出湯本新設壁を示す※は壁記号（共通詳細図参照）W※

軽量鋼製下地壁を示す(下地はLGS
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土間新設範囲を示す
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山梨大学(武田１(附特))校舎(Ⅱ期)改修工事
山梨大学施設・環境部
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当
設計者

氏　名

一級建築士登録
春日　仁一第323511号

設計

業務名

山梨大学（武田１（附特））校舎

(Ⅱ期)改修設計業務

担当者

設計体制及び検査

設計担当検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

一級建築士事務所登録（長野） M第77312号

第208750号　　管理建築士　 一級建築士登録

〒381-0012

関口 浪男

TEL 026(296)8300
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改修範囲外を示す

***
上段FLから仕上面までのレベル差を示す
(下段FL～上段FL レベル差1m)

床下点検口の位置を示す

撤去部分を示す (その他は詳細図による)
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外断熱部分を示すD

付属体育倉庫棟　平面詳細図(改修後)
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渡り廊下　平面詳細図(改修前) 渡り廊下　平面詳細図(改修後)

春日 小出湯本新設壁を示す※は壁記号（共通詳細図参照）W※

軽量鋼製下地壁を示す(下地はLGS
既存のままとし、表面の仕上げを改修)
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0
0

6
0
0

1
0
0

2
6
3
5

1
9
0
0

2
4
0
0

木製枠：塗装

1
8
7
5

前室 トイレ

2
4
5
0 トイレ 手洗い

建具(枠：塗装
扉：新設)

建具(枠：塗装
扉：新設)

建具(枠：塗装)
扉：新設)

建具(枠：塗装
扉：新設)

1
2
4
0

5
4
5

1
0
0

6
6
0

1
2
4
0

5
4
5

1
0
0

6
6
0

建具(枠：塗装
扉：新設)

建具(枠：塗装
扉：新設)

建具(枠：塗装
扉：新設)

建具(枠：塗装
扉：新設)

建具(枠：塗装
扉：新設)

1
2
4
0

5
4
5

1
0
0

6
6
0

1
2
4
0

5
4
5

1
0
0

6
6
0

建具(枠：塗装
扉：新設)

前室

建具(枠：塗装
扉：新設)

前室

建具（新設）

山梨大学(武田１(附特))校舎(Ⅱ期)改修工事
一級建築士事務所登録（長野） M第77312号

春日　仁一第323511号

山梨大学（武田１（附特））校舎

(Ⅱ期)改修設計業務

春日 小出 丸山湯本

ライニング(新設)
800×150×1000

ライニング(新設)
600×150×1000

P

P

EP-G（塗装の塗替 ) EP-G（塗装の塗替 ) EP-GEP-G EP-G（塗装の塗替 )

EP-G（塗装の塗替 ) EP-G（塗装の塗替 ) EP-G（塗装の塗替 )EP-G（塗装の塗替 ) EP-G（塗装の塗替 ) EP-G（塗装の塗替 ) EP-G（塗装の塗替 ) EP-G（塗装の塗替 )

EP-G（塗装の塗替 )

GB-Rt=12.5 EP-G（新設 ) EP-G（塗装の塗替 )GB-Rt=12.5 EP-G（新設 )

GB-Rt=12.5 EP-G（新設 )

 EP-G（塗装の塗替 )

GB-Rt=12.5 EP-G（新設 )

 EP-G（塗装の塗替 )  EP-G（塗装の塗替 )  EP-G（塗装の塗替 )  EP-G（塗装の塗替 )

GB-Rt=12.5 EP-G(新設)

AutoCAD SHX Text
仕上げ+下地新設

AutoCAD SHX Text
既存のまま

AutoCAD SHX Text
仕上げ新設

AutoCAD SHX Text
塗装の塗替



C1 クラフト室
AWD 引違い戸+FIX窓+引違い窓

7
AW 引違い窓 2

5 体育館
AW 1

C1 渡り廊下
AW 4

3 体育館
AW 1引違い窓 引違い窓

引違い窓

1
C2 美術室
AWD 引違い窓+引違い戸 1

C3 仲よし会室
AWD 1

C11 陶芸室
AW 欄間付 引違い窓 1

C12 食堂
AW 欄間付 引違い窓 1

2 器具室
AW 1

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

外部建具 内部建具

P…アルミパネル部分を示す ※木製額縁 共 撤去

1730

9
0
0

9
0
0

1
8
0
0

1600

1
7
2
0

6
0
0

2
3
2
0

引違い窓

13331
0
0
4
5
0

5
5
0

1
7
2
0

6
0
0

体育館

1
0
0
4
5
0

1396

1
7
2
0

6
0
0

F※ FF F

▽FL 8
0
0

1
1
0
0

8
0
0

1
0
0

2
8
0
0

1800 1800 180070 70
5540

▽FL 8
0
0

1
1
0
0

8
0
0

1
0
0

2
8
0
0

1586 1586 158670 70
4898

F

F

P P

1
9
0
0

8
0
0

1
0
0

2
8
0
0

10501600 70
4390

160070

1
1
0
0

8
0
0

1
0
0

8
0
0

8
0
0

1
1
0
0

8
0
0

1
0
0

70 701800 1800 1800

P P

1
9
0
0

8
0
0

1
0
0

2
8
0
0

70 701600 1730 1730
5200

P P

引違い窓+引違い戸

1
1
0
0

8
0
0

1
0
0

8
0
0 1
9
0
0

8
0
0

1
0
0

2
8
0
0

C1 渡り廊下
AD 引違い戸 1

1
9
0
0

1600

P P

1

▽(実状による)▽FL ▽FL ▽FL

▽FL

C2
AD 2

▽FL

1
9
0
0

8
0
0

1
0
0

2
8
0
0

1600

P P

廊下(2)

欄間付 引違い戸
C1
SW 2

厨房

引違い窓＋ガラリ

1200

1
4
5
0

7
0
0

6
0
0

1
0
0

2
8
5
0

▽FL-250

C2
SW 2

事務室、休憩室

800

F

1
2
0
0

7
0
0

6
0
0

1
0
0

2
6
0
0

▽FL

突き出し窓+FIX

1
SD 3

体育館

両引き戸

2
1
0
0

1800

▽FL

1
SSW 2

事務室
引違い窓

800

9
0
0

6
0
0

1
5
0
0

▽FL

1
WW FIX窓 2

調整室

3
SD 1

渡り廊下

防火戸

2
1
0
0

2330

▽FL

1350 1350

1
0
0
0

8
0
0

▽FL-800

1
WD 引違い戸 4

体育館 2
WD 引違い戸 2

体育館 3
WD 引違い戸 3

体育館 4
WD 引違い戸 2

体育館

14561
0
0
4
5
0

5
5
0

▽FL-1500

14961
0
0
4
5
0

5
5
0

▽FL-1500

13931
0
0
4
5
0

5
5
0

▽FL-1500

14331
0
0
4
5
0

5
5
0

▽FL-1500

5
WD 両開き戸 2

体育館

1
9
0
0

1600

▽FL-1500

6
WD 片開き戸 1

調整室

1
9
0
0

700

▽FL-800

1
9
0
0

1600

7
WD 引違い戸 3

クラフト室、食堂

▽FL

8
WD 1

厨房

1
9
0
0

800

▽FL

片開き戸

1
9
0
0

800

▽FL

9
WD 2

休憩室、事務室
片開き戸

1
9
0
0

550

10
WD 3

シャワー室、トイレ
片開き戸

1
9
1
0

535

11
WD 1

厨房

片引き戸

2
4
0

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

12
WD 1

食堂

親子引き戸
13
WD 1

休憩室

片引き戸
14
WD 5

廊下(2)

欄間付　引違い戸

1
9
2
5

565305
1
9
0
0

6
0
0

4
0

1
8
8
0

760 1770 1600

2
WW 引違い窓 1

美術室

1
9
6
0

6
0
0

▽FL

▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

P P P

PPP

16 体育器具庫（別棟）
AW 2引違い窓

17 体育器具庫（別棟）
AW 1引違い窓

1
SG 4ガラリ

体育館

1500

3
0
0

8
5
0

15
WD 1

美術室

片開き戸

1
9
0
0

900

2
2
5
0

1550 1400

▽GL▽GL

4
0

2816
1333150△FL

-1500
△FL
-1500

△FL
-1500

1333 150
4299
1333 150 1333

4 体育館
AW 1引違い窓

1
0
0
4
5
0

5
5
0

△FL
-1500

△FL
-1500

2
3
2
0

1333
2816
150 1333

6 体育館
AW 1引違い窓

1
7
2
0

6
0
0

△FL
-1500

2
3
2
0

1333
4299

150 1333

5
5
0

1396 150
4488
1396 150 1396△FL

-1500
△FL
-1500

8
AW 引違い窓 2

体育館

2
3
2
0

150
4488
1396 150 1396

9 男子便所
AW FIX窓 1

10 男子便所
AW 引違い窓 1

F

△軒天 4
0
0

1
8
5
0

△軒天 4
0
0

1
0
5
0

13
AW 2

食堂

引上り窓
14
AW 1

食堂

引上り窓

▽FL ▽FL

18
AW 引違い窓+FIX窓 7

体育館（ギャラリー）

735 147570
2280

19
AW 7引違い窓+FIX窓

7351475 70
2280

20
AW 1

11351475 70
2680

引違い窓+FIX窓
21
AW 1引違い窓+FIX窓

14751135 70
2680

体育館（ギャラリー） 体育館（ギャラリー） 体育館（ギャラリー）

△FL
+1500

△FL
+1500

△FL
+1500

△FL
+1500

9
0
0

1
2
0
0

2
1
0
0

9
0
0

1
2
0
0

2
1
0
0

9
0
0

1
2
0
0

2
1
0
0

9
0
0

1
2
0
0

2
1
0
0

4 体育器具庫（別棟）
SD 3両引き戸

5 体育器具庫（別棟）
SD 1片引き戸

1600

▽FL

1200 1200

2
1
0
0

1000

▽FL

850

2
1
0
0

2
SD 親子戸 1

廊下

1200

1
9
0
0

F
1
0
0
6
0
0

2
6
0
0

▽FL

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

800 1600

15
AW 1

食堂

引上り窓

F F

710

7
0
0

5
7
0

5
0
0

5
01
2
0
0

▽FL

1
9
0
0

710 70
1490

8
0

7
5
0

1
5
0
0 2
2
5
0
7
5
0

1
5
0
0

3
AD 1片開き戸

750

食品庫

8
8
0

9
4
5

1
8
7
5

▽FL

5
0

P

引上り網戸

網戸

150 1333

2
0
0

910
150

子扉網戸

6 厨房
SD 1欄間付　片開き戸

2
5
0

790

▽FL-250

2
8
6
0

1
9
0
0
1
4
0
5
7
0

アコーデイオン網戸枠

4
AD 1片引き戸

検収室

▽FL

1
8
2
0

1695
840855

P

22
AW 1引違い窓

1660 60
3380

1
0
1
01
8
0
0

検収室

1660

7
9
0

▽FL

23
AW 1引違い窓

1200

1
0
1
01
8
0
0

検収室

7
9
0

▽FL

1405

2
5
6
0

建具表（改修前）

山梨大学施設・環境部

担

当

540

1600

1
8
0

1
8
0

1
8
0

図面番号

工事名

図面名

縮尺

A3 : 1/200
Ａ-

A1 : 1/100

山梨大学(武田１(附特))校舎(Ⅱ期)改修工事

設計者

氏　名

設計

業務名

山梨大学（武田１（附特））校舎

(Ⅱ期)改修設計業務

担当者

設計体制及び検査

設計担当検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

一級建築士事務所登録（長野） M第77312号

第208750号　　管理建築士　 一級建築士登録

〒381-0012

関口 浪男

TEL 026(296)8300

責任者 33
湯本 小出春日

一級建築士登録
春日　仁一第323511号

小阪

900

6
3
0

5
7
0

5
7
0
5
0

1
9
0
0

8
0

F F
網戸

710

6
3
0

5
7
0

5
7
0 5
01
2
7
0

1
9
0
0

710 70
1490

8
0

F
網戸

網戸

※立面図にPの表記ある場合はパネル

凡

例

整理番号

建具記号

既存建具のまま

建具を示す
AW

1

AW 既存建具 改修
(カバー工法、

具

建

C1
塗装替え)の

建具を示す

整理番号

建具記号

既存建具 

撤去の建具を示す
AW

1



凡

例

WW  木製窓
WD  木製戸
1.建具の種類と符号

SW  鋼製窓
LHD 鋼製軽量吊戸(自閉式)

SCW 鋼製カーテンウォール

SP  ｽﾁｰﾙ製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

SG  鋼製ガラリ

SSD ステンレス製戸
SD  鋼製戸

SSG ステンレス製ガラリ
AW  アルミ製窓
AG  アルミ製ガラリ

AD  アルミ製戸

AP  アルミ製ﾊﾟｰﾃｼｮﾝ

ACW アルミ製

SSW ステンレス製窓

GW  サスペンション
LS  軽量シャッター

FSS 防火重量シャッター

SS  重量シャッター

SM  防煙垂壁

TS  耐火スクリーン
2.ガラスの種類と符号

SLW 移動間仕切

F   型板ガラス
FL  フロートガラス

AR  熱線吸収反射板ガラス
R   熱線反射ガラス

HS  倍強度ガラス
T   強化ガラス

GB  ガラスブロック
D   複層ガラス

PWL 線入透明ガラス

HR  高性能熱線反射ガラス AWL 熱線吸収線入磨き板ガラス

※複層ガラス(A:空気層)

FWL 線入型板ガラス

3.仕　上

LD  鋼製軽量戸

LE   Low-Eガラス
AC    　アルミ電解着色処理(ｶﾗｰ)
EP-G  　艶有合成樹脂エマルジョン

A     　アルミ酸化皮膜処理(ｼﾙﾊﾞｰ)

F-BE  　フッ素樹脂焼付塗装

M     　鏡面
HL    　ヘアライン

V   バイブレーション
P   アルミ複合パネル t=4

CL  クリアラッカー
WP  木調鋼板塗装(化粧鋼板)

C　　　 ビニルクロス貼り
NW  天然木練付合板
PP  ポリエステル化粧板

PU  ポリウレタン塗装

MP  メラミン化粧板

B   防音合わせガラス
DSHA倍強度熱線吸収ｶﾞﾗｽL   合わせガラス

PB  ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ系合成樹脂板(ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ)

MSH 可動式防煙垂壁

(特定防火設備認定品)

TB  トイレブース

DP(1級) 耐候性塗料塗り

FT   型板強化ガラス 特

記

事

項

※ ＦはＦＩＸガラスを示す。
※ ガラス押えはシール押えとする。

備　　　考

付　属　品

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材料及見込

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

※LEは室外側とする

PWC  網入透明ガラス
FR   フロストガラス

備　　　考

付　属　品

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材料及見込

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

備　　　考

付　属　品

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材料及見込

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

備　　　考

付　属　品

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材料及見込

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

備　　　考

付　属　品

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材料及見込

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

カーテンウォール

ガラス窓

※ カバー工法改修により、狭まる開口幅・高さについては10cm程度を目安とすること。

※ 外部サッシに設置するガラリ部は裏面高耐食亜鉛メッキ鋼板t=1.6、現場発泡ウレタンt=15吹付、フランジ付の事。
　 また、設備ダクト接続以外のガラリ部裏面はアルミパネルt=2.0、現場発泡ウレタンt=15吹付とする。

※ パネル部表記Rはドレン管・冷媒管開口を示す。数字は径を示す
※ パネル部表記Dはダクト開口を示す。数字は径を示す

※ ST、FT、LEを室内側とする

カバー工法改修のサッシについては特記なき限り改修前の窓割りと同様とする。

※ 欄間パネル部分下部へロールスクリーン設置予定。
設置予定位置へ取付け用の補強材を計画のこと。

ST   学校用強化ガラス

(なお、開口寸法は機械設備と打ち合わせの上 計画のこと。)

1
AWD

C1
AWD 既存建具 改修(カバー工法、

塗装替え)の建具を示す

新設の建具を示す

C1 仲よし会室
AWD 引違い戸+FIX窓+引違い窓 1

1
9
0
0

7
4
5

1
0
0

2
8
0
0

10501550 70
4390

155070

1
0
6
0

7
4
5

1
0
0

8
4
0

1

▽FL

C2 美術室(1)
AWD 引違い窓+引違い戸 1

1
9
0
0

7
4
5

1
0
0

2
8
0
0

70 701550 1705 1705
5200

1
0
6
0

7
4
5

1
0
0

8
4
0

▽FL

C3 作業学習室(1)
AWD 1

8
4
0

1
0
6
0

7
4
5

1
0
0

70 701750 1800 1750

引違い窓+引違い戸

1
9
0
0

7
4
5

1
0
0

2
8
0
0

▽FL

5540

C1 渡り廊下
AW 4引違い窓

▽(実状による)

5
5

5
55
5

5
5

5
5

5
5

2 器具室
AW 1引違い窓

50 50 50 5050 50

3 体育館
AW 1引違い窓

5 体育館
AW 1引違い窓

7
AW 引違い窓

体育館 8
AW 引違い窓

体育館

18
AW 引違い窓+FIX窓 7

体育館（ギャラリー） 19
AW 7引違い窓+FIX窓

20
AW 1引違い窓+FIX窓

P P

P

F

F

P P

P

P P

P

21
AW 1引違い窓+FIX窓

C11 作業学習室（2）
AW 欄間付 引違い窓 1

▽FL 8
0
0

1
0
6
0

7
4
5

1
0
0

2
8
0
0

1750 1800 175070 70
5540

P

50 50

C12 食堂
AW 欄間付 引違い窓 1

▽FL

5
5

4
0

13
AW 2

食堂

片上げ下げ窓
14
AW 1

食堂

片上げ下げ窓

▽FL ▽FL

16 体育器具庫（別棟）
AW 2引違い窓

17 体育器具庫（別棟）
AW 1引違い窓

▽FL▽FL

C1 渡り廊下
AD 引違い戸 1

▽FL

C2
AD 2

▽FL

廊下(2)、倉庫

欄間付 引違い戸

C2
SW 2

事務室、休憩室

700

P

1
2
0
0

7
5
5
4
5
0

1
0
0

2
6
0
0

▽FL

突き出し窓+FIX

1
SD 3

体育館

両引き戸

2
1
0
0

1800

▽FL

1
SSW 2

事務室

引違い窓

830

9
0
0

6
0
0

1
5
0
0

▽FL

1350 1350

2
SD 欄間付　親子戸 1

廊下(4)

1200

1
9
0
0

F

1
0
0
6
0
0

2
6
0
0

3
SD 1

渡り廊下

防火戸

▽FL

2
1
0
0

2330

▽FL

4 体育器具庫（別棟）
SD 3両引き戸

5 体育器具庫（別棟）
SD 1片引き戸

1600

▽FL

1200 1200

2
1
0
0

1000

▽FL

850

2
1
0
0

1
SG 4ガラリ

体育館（ギャラリー）

1500

3
0
0

8
5
0

1
WW FIX窓 2

調整室

1
0
0
0

8
0
0

▽FL-800

50 50
800

5
5

4
0

体育館（ギャラリー） 体育館（ギャラリー） 体育館（ギャラリー）

4 体育館
AW 1引違い窓

△FL
-1500

△FL
-1500

△FL
-1500

△FL
-1500

△FL
-1500

6 体育館
AW 1引違い窓

△FL
-1500

△FL
-1500

2 2
9 男子便所
AW FIX窓 1

10 男子便所
AW 引違い窓 1

△軒天 4
0
0

1
8
5
0

△軒天 4
0
0

1
0
5
0

△FL
+1500

△FL
+1500

△FL
+1500

△FL
+1500

1
AWD 既存のままの建具を示す

15
AW 1

食堂

片上げ下げ窓

▽FL

F F

710

7
0
0

5
7
0

5
0
0

5
01
2
0
0

1
9
0
0

710 70
1490

8
0

900

6
3
0

5
7
0

5
7
0 5
0

1
9
0
0

8
0

F F
網戸

710

6
3
0

5
7
0

5
7
0 5
01
2
7
0

1
9
0
0

710 70
1490

8
0

3
AD 1片開き戸

750

食品庫

▽FL

引上り窓

F

800

22
AW 1引違い窓

1660 60
3380

1
0
1
01
8
0
0

検収室

1660

7
9
0

▽FL

23
AW 1引違い窓

1200

1
0
1
01
8
0
0

検収室

7
9
0

▽FL

4
AD 1片引き戸

検収室

▽FL

1
8
2
0

1695
840855

P

C1
SW 2

厨房

引違い窓＋ガラリ

1100

1
4
5
0

6
6
0
5
4
5

1
0
0

2
8
5
0

▽FL-250

5
5

4
0

50 50
1200

子扉網戸

6 厨房
SD 1欄間付　片開き戸

▽FL-250

建具表(１)(改修後)

山梨大学施設・環境部

担

当

アルミ（シルバー）

LE5+A12+ST4

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

網戸

アルミ（シルバー）

LE5+A12+ST4

網戸

アルミ（シルバー）

LE5+A12+ST4

網戸

アルミ（シルバー）

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

ガラスをST4に改修

アルミ（シルバー）

ST4

アルミ（シルバー）

ST4

アルミ（シルバー）

ST4

アルミ（シルバー）

ST4

アルミ（シルバー）

ST4

アルミ（シルバー）

ST4

アルミ（シルバー）

ST4

アルミ（シルバー）

付属金物一式

ー

アルミ（シルバー）

ー

アルミ（シルバー）

LE5+A12+ST4

網戸

アルミ（シルバー）

網戸

アルミ（シルバー）

FL3

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

ー

アルミ（シルバー）

FL3

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

ー

アルミ（シルバー）

FL3

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

ー

アルミ（シルバー）

FL3

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

ー

アルミ（シルバー）

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

ー

アルミ（シルバー）

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

ー

丁番、レバーハンドル、付属金物一式

アコーディオン網戸、ガラリ

LE5+A12+ST4

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

網戸

LE5+A12+ST4

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

網戸

FT4 FT4

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式 クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式 クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式 クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式 クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

クレセント、付属金物一式 クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式 クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

60

707070

70 70

70 60

F3 F3

ー ー

ST4 ST4

付属金物一式 付属金物一式

ST4

付属金物一式

PWC6.8 PWC6.8

PWC6.8 ST4

ハンガーレール、ガイドレール、戸車

網戸 ー

100

PWC6.8

丁番、DC、フランス落し

ー

ー

丁番、フロアヒンジ、ケースハンドル

連動施錠開閉装置、塗装塗替えSOP（枠共）

ー ー

ガイドレール、戸車、付属金物一式

PWC6.8

ー

PWC6.8

ー

後付け網戸枠、塗装塗替えSOP（枠共）

70 70

ー

ー ー ー

ー

ーーーー

ー ー ー

FFP

60 60

P:アルミ複合パネル t=4

P F F P F F

60 60 70

アルミ（シルバー） アルミ（シルバー）

網戸

PFF

アルミ（シルバー）

60 60 60

アルミ（シルバー）

クレセント、付属金物一式 クレセント、付属金物一式クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

アルミ（シルバー）

F2

ー

1
8
0

クレセント（抗ウイルス仕様）、付属金物一式

1
6
8
0

1
2
0

200 800 165

ガイドレール、戸車、付属金物一式

100

丁番、DC、握り玉

160

FL5

60

F

540

1600

70 70

70 70 70 70

アルミ（シルバー）

70

アルミ（シルバー）

70 60

スチールt=1.6　SOP スチールt=1.6　SOP（塗装の塗替)

100

スチールt=1.6　SOP（塗装の塗替)

60

スチールt=1.6　DP（塗装の塗替)

1
8
0

60

スチールt=1.6　DP（塗装の塗替)

F4

スチールt=1.6　SOP（塗装の塗替)

アルミ（シルバー） アルミ（シルバー） SUS　HL 集成材　WP-C（塗装の塗替)

付属金物一式

カバー工法 カバー工法 カバー工法

カバー工法

カバー工法 カバー工法

40

FL5

スチールt=1.6　DP（塗装の塗替)

WP-C  木材保護塗料塗り（着色）

P:アルミ複合パネル t=4P:アルミ複合パネル t=4

P:アルミ複合パネル t=4

P:アルミ複合パネル t=4

図面番号

工事名

図面名

縮尺

A3 : 1/200
Ａ-

A1 : 1/100

山梨大学(武田１(附特))校舎(Ⅱ期)改修工事

設計者

氏　名

設計

業務名

山梨大学（武田１（附特））校舎

(Ⅱ期)改修設計業務

担当者

設計体制及び検査

設計担当検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

一級建築士事務所登録（長野） M第77312号

第208750号　　管理建築士　 一級建築士登録

〒381-0012

関口 浪男

TEL 026(296)8300

責任者 34
湯本 小出春日

一級建築士登録
春日　仁一第323511号

小阪

塗装塗替えSOP（枠共） 塗装塗替えSOP（枠共）

水切 新設,ガラスをST4に改修 水切 新設,ガラスをST4に改修

水切(新設)

水切(新設)

網戸

2
5
0

790

2
8
6
0

1
9
0
0
1
4
0
5
7
0

アコーデイオン網戸枠

8
8
0

9
4
5

1
8
7
5

5
0

P

13331
0
0
4
5
0

5
5
0

2816
1333150 1333 150

4299
1333 150 1333

1
0
0
4
5
0

5
5
0

1
7
2
0

6
0
0

2
3
2
0

1333
2816
150 1333

1
7
2
0

6
0
0

2
3
2
0

1333
4299

150 1333 150 1333 1
0
0
4
5
0

5
5
0

1396 150
4488
1396 150 1396 1396

1
7
2
0

6
0
0

2
3
2
0

150
4488
1396 150 1396

F FF F

735 147570
2280

7351475 70
2280

11351475 70
2680

14751135 70
2680

9
0
0

1
2
0
0

2
1
0
0

9
0
0

1
2
0
0

2
1
0
0

9
0
0

1
2
0
0

2
1
0
0

9
0
0

1
2
0
0

2
1
0
0

P:アルミ複合パネル t=4

P:アルミ複合パネル t=4

1600

1
7
2
0

6
0
0

2
3
2
0

2
2
5
0

1550

7
5
0

1
5
0
0

1400

2
2
5
0
7
5
0

1
5
0
0

塗装塗替えSOP、ガラスをST4に改修

60

60

ガラスをST4に改修 ガラスをST4に改修

ガラスをST4に改修 ガラスをST4に改修 ガラスをST4に改修 ガラスをST4に改修 ガラスをST4に改修 ガラスをST4に改修

ガラスをST4に改修

※ガラス：ST4に改修 ※ガラス：ST4に改修 ※ガラス：ST4に改修

※ガラス：ST4に改修 ※ガラス：ST4に改修

※ガラス：ST4に改修

※ガラス：ST4に改修※ガラス：ST4に改修※ガラス：ST4に改修※ガラス：ST4に改修

※ガラス：ST4に改修

網戸新設

※塗装塗替えSOP

LE5+A12+ST4

カバー工法カバー工法

LE5+A12+ST4

70 70

カバー工法

LE5+A12+ST4

70

カバー工法

LE5+A12+ST4

70

P:アルミ複合パネル t=4

1
8
4
5

1500

P P

50 50
1600

5
5

1
9
0
0

1
9
0
0

7
4
5

1
0
0

2
8
0
0

1500

P P

50 50
1600

5
5

1630

9
0
0

8
0
5

1
8
0
0

4
0

5
5

5050
1730

1553 1552 155370 70
4898

P

8
0
0

1
0
6
0

7
4
5

1
0
0

2
8
0
0

5
5

4
0

50 50

PFF

倉庫：パネル



凡

例

WW  木製窓
WD  木製戸
1.建具の種類と符号

SW  鋼製窓
LHD 鋼製軽量吊戸(自閉式)

SCW 鋼製カーテンウォール

SP  ｽﾁｰﾙ製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

SG  鋼製ガラリ

SSD ステンレス製戸
SD  鋼製戸

SSG ステンレス製ガラリ
AW  アルミ製窓
AG  アルミ製ガラリ

AD  アルミ製戸

AP  アルミ製ﾊﾟｰﾃｼｮﾝ

ACW アルミ製

SSW ステンレス製窓

GW  サスペンション
LS  軽量シャッター

FSS 防火重量シャッター

SS  重量シャッター

SM  防煙垂壁

TS  耐火スクリーン
2.ガラスの種類と符号

SLW 移動間仕切

F   型板ガラス
FL  フロートガラス

AR  熱線吸収反射板ガラス
R   熱線反射ガラス

HS  倍強度ガラス
T   強化ガラス

GB  ガラスブロック
D   複層ガラス

PWL 線入透明ガラス

HR  高性能熱線反射ガラス AWL 熱線吸収線入磨き板ガラス

※複層ガラス(A:空気層)

FWL 線入型板ガラス

3.仕　上

LD  鋼製軽量戸

LE   Low-Eガラス
AC    　アルミ電解着色処理(ｶﾗｰ)
EP-G  　艶有合成樹脂エマルジョン

A     　アルミ酸化皮膜処理(ｼﾙﾊﾞｰ)

F-BE  　フッ素樹脂焼付塗装

M     　鏡面
HL    　ヘアライン

V   バイブレーション
P   アルミ複合パネル t=4

CL  クリアラッカー
WP  木調鋼板塗装(化粧鋼板)

C　　　 ビニルクロス貼り
NW  天然木練付合板
PP  ポリエステル化粧板

PU  ポリウレタン塗装

MP  メラミン化粧板

B   防音合わせガラス
DSHA倍強度熱線吸収ｶﾞﾗｽL   合わせガラス

PB  ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ系合成樹脂板(ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ)

MSH 可動式防煙垂壁

(特定防火設備認定品)

TB  トイレブース

DP(1級) 耐候性塗料塗り

FT   型板強化ガラス 特

記

事

項

※ ＦはＦＩＸガラスを示す。
※ ガラス押えはシール押えとする。

備　　　考

付　属　品

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材料及見込

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

※LEは室外側とする

PWC  網入透明ガラス
FR   フロストガラス

備　　　考

付　属　品

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材料及見込

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

備　　　考

付　属　品

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材料及見込

形　状

使用箇所
形式・数量

記号

カーテンウォール

ガラス窓

ST   学校用強化ガラス

1
AWD

C1
AWD 既存建具 改修(カバー工法、

塗装替え)の建具を示す

新設の建具を示す

4
WD 引違い戸 2

体育館

14331
0
0
4
5
0

5
5
0

▽FL-1500

1
WD 引違い戸 4

体育館 2
WD 引違い戸 2

体育館

14561
0
0
4
5
0

5
5
0

▽FL-1500

14961
0
0
4
5
0

5
5
0

▽FL-1500

3
WD 引違い戸 3

体育館

13931
0
0
4
5
0

5
5
0

▽FL-1500

5
WD 両開き戸 2

体育館

1
9
0
0

1600

▽FL-1500

6
WD 片開き戸 1

調整室

1
9
0
0

700

▽FL-800

1
9
0
0

1600

7
WD 引違い戸 3

仲よし会室、食堂

▽FL

8
WD 1

厨房

▽FL

片開き戸

1
9
0
0

800

▽FL

9
WD 2

廊下(4)

片開き戸

10
WD 1

食堂

片開き戸

▽FL

535

11
WD 1

厨房

片引き戸
12
WD 1

食堂

親子引き戸
13
WD 1

休憩室

片引き戸
1
9
2
5

565 305

1
9
0
0

770

▽FL ▽FL ▽FL

1
TB

4
廊下(2)

欄間付　引違い戸

▽FL

14
WD 1

美術室(2)

片開き戸

1
9
0
0

800

15
WD

1
厨房トイレ

トイレブース

▽FL

1
AWD 既存のままの建具を示す

▽FL

1
9
1
0

2
4
0

760
910

150

1
9
0
0

800

2
0
0

1
作業学習室(1)

欄間付　６連引戸
16
WD 1

美術室(1)

上部開口　６連引戸
17
WD

▽FL ▽FL

2
0
0
0
1
0
0

6
2
5

2
7
2
5

6125

F F F F F F

2
1
0
0
1
0
0
6
2
5

2
7
2
5

5710

図面番号

工事名

図面名

縮尺

建具表(２)(改修後)

A3 : 1/200
Ａ-35

A1 : 1/100

山梨大学(武田１(附特))校舎(Ⅱ期)改修工事

設計者

氏　名

設計

業務名

山梨大学（武田１（附特））校舎

(Ⅱ期)改修設計業務

担当者

設計体制及び検査

設計担当検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

一級建築士事務所登録（長野） M第77312号

第208750号　　管理建築士　 一級建築士登録

〒381-0012

関口 浪男

TEL 026(296)8300

春日 小出

責任者
一級建築士登録

春日　仁一第323511号

湯本

1
9
0
0

600

1
9
0
0

1
0
0
7
2
5

2
7
2
5

1600

引手、付属金物一式

1405

アルミ製網戸

ー ー FL5

ー

ー ー ー ー ー

アクリル板 t=5（スリガラス調）

丁番、DC、握り玉

38

ー ー ー ー ー ー ー

ガラリ(600x200)

38 38 38 38 38

ー

38 38 38

ー アルミ製網戸、アルミ製網戸レール

ー

ー ー

引手 引手 引手 引手

ST4

丁番、DC、握り玉 引手、戸車

ST4 FL3

丁番、DC、握り玉 丁番、DC、握り玉

FL3

引手、付属金物一式 引手、付属金物一式 引手、クレセント、付属金物一式

ST4、欄間：ST4

引手、DC、レバーハンドル、付属金物一式 引手、SUSフラットレール、付属金物一式 引手、SUSフラットレール、付属金物一式

枠 200、扉 40

小阪

ポリ化粧合板フラッシュ ポリ化粧合板フラッシュ ポリ化粧合板フラッシュ ポリ化粧合板フラッシュ ポリ化粧合板フラッシュ ポリ化粧合板フラッシュ ポリ化粧合板フラッシュ ポリ化粧合板フラッシュ ポリ化粧合板フラッシュ

ー

38

丁番、DC、レバーハンドル

ー

ポリ化粧合板フラッシュ

38

ポリ化粧合板フラッシュ

38

ポリ化粧合板フラッシュ

38

ポリ化粧合板フラッシュ

40

ポリエステル樹脂化粧板

40

ポリ化粧合板フラッシュ

欄間：ST4

枠 285、扉 40

ポリ化粧合板フラッシュ

欄間：ST4

枠 285、扉 40

ポリ化粧合板フラッシュ

1
8
4
0

6
0

1
9
0
0

15
00

100
600

215

サポート

内開き錠（表示錠付）、非常時外開き用戸当り、付属金物一式 

※枠：塗装替えWP-C
※扉：化粧シート貼り(ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ同等)

下地調整、枠：塗装、扉：シート貼り

山梨大学施設・環境部

担

当

OPEN OPEN OPEN

WP-C  木材保護塗料塗り（着色）

※塗装替えWP-C
※扉：新設

※塗装替えWP-C
※扉：新設

※塗装替えWP-C
※扉：新設

※塗装替えWP-C
※扉：新設

※塗装替えWP-C
※扉：新設

※塗装替えWP-C
※扉：新設

※ガラス：ST4に改修

ガラリ(600x200)

ー

ー

アルミ製網戸レール



図面番号

工事名

図面名

縮尺

共通詳細図
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山梨大学(武田１(附特))校舎(Ⅱ期)改修工事
山梨大学施設・環境部

担

当
設計者

氏　名

一級建築士登録
春日　仁一第323511号

設計

業務名

山梨大学（武田１（附特））校舎

(Ⅱ期)改修設計業務

担当者

設計体制及び検査

設計担当検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

一級建築士事務所登録（長野） M第77312号

第208750号　　管理建築士　 一級建築士登録

〒381-0012

関口 浪男

TEL 026(296)8300

湯本 春日 小出

責任者

S=1/10床 仕上げ改修部分

(
2
5
)

既存床コンクリート

▽FL

床仕上げ
下地調整

3
0

既存モルタル下地

6
0 1
0
隙

間

6
0

壁ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 壁ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

6
01
0
隙

間

壁LGS下地

S=1/10ビニル幅木（ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ）

ﾓﾙﾀﾙ GB-R GL工法

S=1/10ビニル床シート立上げ幅木 S=1/10軽鉄間仕切・開口補強

６５の場合　補強材：Ｃ－６０×３０×１０×２.3
軽鉄軸スタッドの巾

開口補強Ｃ型チャンネル

開口部（建具開口等）

軽鉄軸スタッド

S=1/10
設備埋込ボックス類(スイッチ・

コンセント他）開口補強要領

(溶接止め)

コンセント類

補強部材

スタッド

スイッチ類

振れ止め

補強部材

補強部材

補強部材
 -25x10x1.2

ボード

S=1/5天井 岩綿吸音板（下張りあり）

GB-D t=9.5

塩ビ回り縁

突付工法 塗装
ケイカル板 t=6

（下張りGB-R t=9.5）
DR t=９

塩ビ回り縁10

S=1/5天井 石膏ボード、ケイカル板、岩綿吸音板（直貼り）

10

・開口補強は建築工事とする。

・器具の取付は各電気設備工事、機械設備工事とする。但し、天井点検口は建築工事とする。

・補強野縁は野縁と同材とする。

・その他の補強野縁受、取付用補強材は野縁受と同材とする。
・野縁受のはね出しが300以上の場合は横吊りをする。

　ＷＬ

補強野縁受

取付用補強材

Ｆ

野縁受

の場合

取付用補強材

天井点検口

Ｗ

天井点検口

Ｌ
野縁受

取付用補強材

Ｆ断面

Ｅ断面

　
Ｌ

Ｅ

Ｄ

　
Ｌ

Ｗ

補強野縁

野縁

Ｃ

　　Ｗ

補強野縁

野縁を切断

Ｂ

吊ボルト

補強野縁受

　Ｗ

Ａ

野縁を切断
野縁

照明器具及び吊りボルト(電気工事）

野縁受

野縁

Ｌ

野縁

Ｗ

Ｄ断面

野縁

Ｃ断面

補強野縁

野縁

補強野縁
Ｌ 野縁受

Ａ断面

Ｂ断面

照明器具及び吊りボルト(電気工事）

しない場合

する場合

天井点検口

S=1/50

S=1/20
天井開口補強

S=1/10収納鏡（体育館）

2-4φ

I=250＠900
PL－1.6X25

5

W

2-4φ

I=250＠450

2
5

PL－1.6X25

＠450
PL－1.6X25

天板

2
01
0

S=1/10ライニング化粧棚

メラミンポストフォームt=20

ビニル床シート立上げ幅木

5
アルミニウム押出形材

*は仕上表による。

*

壁撤去要領

特記なき限り壁撤去要領の寸法による

S=1/20

100～150

床

カッター入位置

カッター入位置(仕上) カッター入位置(仕上)

はつり出し
ハンドブレーカによる

(躯体)

カッター入位置(躯体)

はつり出し

壁

ハンドブレーカによる

カッター入位置(仕上)

カッター入位置(仕上)

撤去壁

撤

去

壁

100～150
1
0
0
～

1
5
0

1
0
0
～

1
5
0

1
0
0
～

1
5
0

100～150

S=1/5床 クラック改修部分(KT)

▽FL

3
0

10

1
5

(
2
5
)

床仕上げ撤去
Ｕカット（ひび割れ補修）

既存床コンクリート
既存モルタル下地

▽FL

3
0

10

1
5

(
2
5
)

床仕上げ新設
ポリマーセメントモルタル

既存床コンクリート
既存モルタル下地

遮音壁のみ壁周囲シーリング

  梁下

上貼り共

天井面

スラブ下

上貼り共

のみ込み
上貼100

天井面 天井面

･一般間仕切壁･耐火間仕切壁
･遮音壁

･令114条の壁

注 令114条の壁は耐火1時間とする。
（全階共通事項）

軽鉄間仕切壁 S=1/10

標準　（ﾎﾞｰﾄﾞ寸法900X1800程度）

特殊　（ﾎﾞｰﾄﾞ寸法450X900程度）

▽天井

３８X12X1.2
３８X12X1.6

野縁受け

金属成型板

上張りの種類

ない場合

下地張りの

ﾎﾞｰﾄﾞ類で下地張りのある場合

野　縁　間　隔

吊りﾎﾞﾙﾄ9φ　@900
野縁受け

仕
上

厚

（屋外）
（屋内）

50X25X0.5
50X19X0.5
ﾀﾞﾌﾞﾙ野縁

450内外

野縁間隔

450内外

300内外

360内外

ｼﾝｸﾞﾙ野縁
25X19X0.5
25X25X0.5

※吊ボルトがH=1500を超える場合は

公共建築工事標準仕様書：14.4.4工法

による斜め補強・水平補強を行う事

軽量鉄骨天井下地

寒冷紗裏貼りﾊﾟﾃｼｺﾞｷの上EP-G
GB-Rt=12.5の上

DR
100

1
2
.
5

DR及びGB納まり

下がり天井納まり(トップライト部分)　 S=1/10

トップライト

　1：5

1：10

-２．枠付

タテ枠

26

三方枠

10

-１．天付

ﾄｰｿｰ C型シングル同等 

図示カーテンレール（ステンレス製）

2
2

100

＊は別図による。

(600)
450

締り金物

アルミニウム押出形材*

 補強材に直接固定)
(ねじ・ビスにより
取付け用補強材

補強野縁

* W

450mm角(600mm角）

天井仕上面

天井点検口(目地タイプ)
S=1/20

S=1/50

陽極酸化被膜B-1

*  印を適用する。

600角：

仕様

A-BE

450角：

個

個

排水溝（屋内）
S=1/10

S=1/5

直張り工法壁（内壁） S=1/10

せっこう系
直張り用接着剤

30+25

現場発泡ウレタン

30
12.5

GB-R t=12.5
+仕上

S=1/10流し台 SC（ステンレス）

仕様 各流し台にライニングを設置する

壁面及びサッシとの取合部はシールのこと
寸法は、家具キープランによる

スプルスVE
巾木

隔板

ステンレス流しt=0.8
裏面、断熱材吹付

天端：ステンレス
裏板合板t=12

1
0
0

2
0

5

8
0
0

FL

6
0

水返し

5
0

2
0

W

合板t=4

A部

60

1
05

D

r=5

15

2
5

2
0

3
0

A部詳細

600

マグネットキャッチ

通気孔 30×60

5
5
0

6
0

1
4
0

手掛 2
0

6
0
0

4
5
0

20

塩ビ既製品(防虫網付)

50
20

50

ポリ化粧合板

シーリング
周囲シリコン

裏板合板
t=12

排水トラップ

t=5
メラミン化粧合板

フラッシュ扉(400内外)

壁凡例

W1

30 ※

木胴縁

(既存のまま)

断熱材-B

仕上
(撤去・新設)

木胴縁

(既存のまま)

W2
40

※75

断熱材-C

胴縁

(既存のまま)

仕上
(撤去・新設)

※は仕上表による

65 ※30
10

断熱材-B

仕上
(新設)

W3

LGS65

(新設)

既存躯体

65 ※

仕上
(新設)

W4

LGS65

(新設)
胴縁なき場合は
40×40 新設

※

外壁から

ステンレス グレーチング 滑り止め模様
(カネソウSMQWL同等程度)

水上
水下

FL

25 100

1
2
0

モルタル防水

*

25

＊　は別図による。
2
5

L-30x30x3切使い
ステンレス

FB-20x3＠300
溶融亜鉛めっき

▽床仕上

H

W取付け部：補強合板t=12
(ビス、接着剤併用の上 補強材固定)

耐水合板t=12
の上仕上(※)

S=1/10ライニングの補強

※仕上表による

1780

3600

縦枠

（アルミニウム製）

5
1
0

1
2
9
5

1
2
9
5

56.5 21.5

5
5

1
2
0
3

3
7

20 20

78

2
4
.
3

3
7

5
5
2
4
.
3

29

1
2
1
3

開
口

部
寸

法
（

1
3
0
0
）

78

壁仕上面

アルミ縦枠

十字穴付き丸木ネジ
φ４．５×５０
（ステン）

特殊樹脂シート

ミラー　t5

胴縁45Ｘ45以上4方新設

鏡取付部詳細Ｓ＝１／４

（
5
5
0
）

胴縁45Ｘ45以上4方新設

上下アングル

上部枠（アルミニウム製）

下部枠（アルミニウム製）

鏡面（約1200×1800）

引き戸

ヨーロピアンフォールナット柄
目隠しボード

（ダイスコア）

3610

1
3
0
0

対角寸法383
6.9

F
L
＋

5
1
0

36

掲示壁

合板t=5.5 掲示用壁紙下地(画鋲型)の上
壁紙貼り

掲示用壁紙下地(画鋲型):
シンコール㈱ ベルエース 同等品
※壁紙はメーカー推奨壁紙とする

W下地

壁 掲示壁

S=1/5床 クラック改修部分(FS)

▽FL

3
0

(
2
5
)

床仕上げ撤去
エポキシ樹脂低圧注入

既存床コンクリート
既存モルタル下地

（ひび割れ補修）

▽FL

3
0

(
2
5
)

床仕上げ新設

既存床コンクリート
既存モルタル下地

改修前

改修後

改修前

改修後

310

岩綿吸音板（直貼り）

寒冷紗裏貼りﾊﾟﾃｼｺﾞｷの上EP-G
GB-Rt=12.5の上1

2
.
5

下がり天井納まり(特別教室、食堂)　 S=1/10

仕上表による

W5

30 ※

GL工法

断熱材-B

仕上
(新設)

12.5

1000mmマデ

既存躯体

ケイカル板　EP-G
LGS65

シール材再充填
(2成分形シーリング材)

AutoCAD SHX Text
ＨＤ１０１０７９　鏡

AutoCAD SHX Text
埋込式　アルミ枠タイプ　Ｓ １／３０
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山梨大学(武田１(附特))校舎(Ⅱ期)改修工事
山梨大学施設・環境部

担

当
設計者

氏　名

一級建築士登録
春日　仁一第323511号

設計

業務名

山梨大学（武田１（附特））校舎

（Ⅱ期）改修設計業務

担当者

設計体制及び検査

設計担当検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

一級建築士事務所登録（長野） M第77312号

第208750号　　管理建築士　 一級建築士登録

〒381-0012

関口 浪男

TEL 026(296)8300

湯本 春日 小出

責任者

凡

例

ALカバー t=2.0通材 ブチルテープ

Sto EPSボード t=40 シーリング（防水工事）

上裏水切メッシュ 樹脂製

シーリングテープ 気密材 サ
ッ
シ
 
H

サ
ッ
シ
 
H

水切 AL t=2.0 両端小口フタ
立上り付（サッシ工事）

シーリングテープ 気密材

5 50

60

5

20

2
0 5
0

4
0
5

5

15

2
0

2
5

1
0

5
5

4
0

挟込み 工場組立（サッシ工事）

透湿型湿式外断熱工法 シュトーサーモクラシック AW 取合い 縦方向 部分

透湿型湿式外断熱工法 シュトーサーモクラシック
トップコート 耐候性有機質プラスター外装仕上げ材

超撥水仕様（既調合品）Sto ロータサン K1.0

ベースコート：セメントフリーベースコートコテ塗(既調合品)
Sto アーマットクラシックプラス

ビーズ法ポリスチレンフォーム Sto EPSボード t=50 1,000×500
接着材 無機質接着モルタル材 t=5

RC躯体 平滑補修（左官工事）

補強メッシュ Sto グラスファイバーメッシュF

土間撤去・復旧 詳細

800 200

流し台（撤去）

床スラブ 撤去 ハツリ出し

ピット クラッシャラン 撤去

1
2
0

3
0

1
2
0

カッター入位置(躯体) カッター入位置(躯体) カッター入位置(仕上)

土間撤去

1000

ピット 再生クラッシャラン 新設

1
2
0

3
0

1
2
0

土間復旧

モルタルt=30の上 仕上材

流し台（新設）

現場コンクリート打ち D10-＠300
強度FC18

S=1/10

接着系アンカー
D13-＠300

フレア溶接片面10d

トップライト部分 詳細

シーリング打替え（4周）

MS-2　20×15

撤去・新設

4
0
0既存のまま

シート防水
平場

シート防水 
立上り

H=200～250
既存のまま

S=1/10

天井落下防止工法　詳細図

土間撤去 シンダー撤去

6
0
0

300砕石撤去

鉄筋ハツリ出し

1
5
0

1
2
0

土間新設
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ステンレス目地棒 6mm

厨房土間-押えコンクリート取合い部改修詳細図 S=1/30

S=1/20排水グレーチング詳細図
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※寸法は平面詳細図による
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75

45

606

45

75

455調整幅 400～600割付寸法

既存水平ﾌﾞﾚｽ：L-6X65X65

割付寸法

既存大梁

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ t50
32kg/m3

天井化粧材 (本体)
ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4
ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ加工
天井化粧材 (ｷｬｯﾌﾟ)

455

天井化粧材 (本体)

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4
天井化粧材 (ｷｬｯﾌﾟ)

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4
ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ加工

天井化粧材 (本体・調整材)

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

調整幅 400～600

ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ加工

既存母屋：C-75×45×15×1.6 ＠606
亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t2.3 ＠1,212以内

ｸﾗﾝﾌﾟ下 ｱﾙﾐ押出型材＠1,212以内

@455

45 606

天井化粧材 (本体)
ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4
ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ加工

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ t50
32kg/m3

既存母屋：C-75×45×15×1.6 ＠606

亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t2.3＠1,212以内

ｸﾗﾝﾌﾟ下 ｱﾙﾐ押出型材
＠1,212以内

75

ｸﾗﾝﾌﾟ上(特注)

ｸﾗﾝﾌﾟ上(特注)

※参考図

外壁  外断熱（湿式）　構成図 外壁  外断熱（湿式）断熱材割付　詳細図

60

50 55

ｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ

外壁 湿式外断熱工法
ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材

超撥水仕様（既調合品）
ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭ
有機質ﾍﾞｰｽｺｰﾄ ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰ(既調合品)
ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=50mm
不陸調整樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=5mm
躯体平滑補修(建築工事)

外壁  外断熱（湿式）軒天部分　詳細図

※参考図※参考図※参考図

躯体劣化診断・躯体補修・壁面高圧洗浄（建築工事）
既存ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体+ﾓﾙﾀﾙ塗り

接着ﾓﾙﾀﾙ:ｱｸﾘﾙ樹脂系接着剤
ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500
ﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰ
補強ﾒｯｼｭ:ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ補強ﾒｯｼｭ

ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材
超撥水仕様（既調合品）

構成図

［湿式外断熱の品質確保と施工管理条件］
※躯体の一次止水は建築工事とする。

※躯体不陸補修はﾀｲﾙ下地程度とする｡
※断熱材はJIS A9521　3号相当品　熱伝導率 0.038W/m・K

※湿式外断熱は壁面での使用とし、

※2時間耐火性能及び1時間遮熱性能認定品である事｡

固定ｱﾝｶｰ：ﾋﾞｽ L100
ﾜｯｼｬｰ

505 5

60

断面図

  常時水の影響を受ける場所での使用を禁止する。
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固定ｱﾝｶｰ：ﾋﾞｽ L100
ﾜｯｼｬｰ

断熱材：

ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500

※RC部分アンカービス併用

　ラスモル部分アンカー止め不要

既存木毛板 t25

既存木毛板 t25

厨房床壁廻り改修詳細図 S=1/30
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